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問�

　

市
内
妊
産
婦
へ
の
現
状

は
。答�

　

平
成
14
年
３
月
か
ら
県

立
遠
野
病
院
の
産
婦
人
科

医
師
が
不
在
と
な
り
、
15

年
が
経
過
し
て
い
る
。
平

成
14
年
度
か
ら
、
市
外
の

産
科
医
療
機
関
に
通
院
す

る
妊
産
婦
に
交
通
費
助
成

を
行
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
平
成
19
年
12

月
に
公
設
公
営
の
遠
野
市

助
産
院「
ね
っ
と
・
ゆ
り
か

ご
」を
開
設
し
、常
勤
助
産

師
２
名
を
活
用
し
て
妊
産

婦
支
援
を
始
め
、
今
年
で

10
年
目
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
は
、
助
産
師

に
よ
る
き
め
細
か
な
健
康

教
育
、
家
庭
訪
問
や
相
談

に
よ
る
指
導
を
行
い
不
安

の
解
消
に
努
め
、
安
全
・

安
心
な
出
産
に
備
え
る
活

動
を
継
続
し
て
い
る
。

　

そ
れ
で
も
、
急
に
生
ま

れ
そ
う
に
な
っ
た
妊
婦

が
、
医
療
機
関
に
搬
送
と

い
う
緊
急
時
に
は
助
産
師

が
救
急
車
に
同
乗
し
、
安

全
に
・
迅
速
に
・
円
滑
な

搬
送
へ
の
対
応
が
で
き
る

体
制
も
整
え
て
い
る
。

問�

　

産
婦
人
科
医
師
を
養
成

す
る
施
策
も
必
要
で
は
な

い
か
。

答�

　

オ
ー
ル
岩
手
で
産
婦
人

科
に
限
ら
ず
、
医
師
の
養

成
・
確
保
の
課
題
に
取
り

組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

さ
ら
に
今
後
、
遠
野
市
独

自
の
「
産
婦
人
科
医
師
募

集
の
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

の
開
設
を
進
め
努
め
て
い

く
。

問�

　

市
内
小
中
学
校
の
い
じ

め
の
現
状
と
対
策
は
、
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。答�

　

平
成
27
年
度
の
い
じ
め

認
知
件
数
は
、
小
学
校
で

74
件
、
中
学
校
で
44
件
の

合
計
１
１
８
件
で
あ
り
、

増
加
し
て
い
る
。
平
成
28

年
度
分
は
調
査
中
で
あ
る

が
増
加
傾
向
に
あ
る
。
件

数
が
増
加
し
た
要
因
に
つ

い
て
は
、
児
童
生
徒
や
保

護
者
を
対
象
と
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
積
極

的
な
い
じ
め
の
認
知
に
努

め
、
適
切
に
実
態
を
把
握

し
て
対
応
を
行
っ
て
い
る

結
果
と
捉
え
て
い
る
。

　

文
部
科
学
省
で
も
「
い

じ
め
の
初
期
段
階
か
ら
積

極
的
に
認
知
し
、
解
決
に

向
け
た
取
り
組
み
の
ス
タ

ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
て
い

る
」
と
肯
定
的
に
捉
え
て

い
る
。

　

い
じ
め
の
事
案
は
「
か

ら
か
い
」「
ひ
や
か
し
」「
無

視
す
る
」
な
ど
が
多
く
、

学
校
で
は
速
や
か
に
事
実

関
係
や
背
景
を
確
認
し
、

話
し
合
い
や
指
導
等
の
対

応
に
よ
り
解
消
さ
れ
て
い

る
。

求
め
ら
れ
る
産
婦
人
科
医
師

現
状
と
対
策
は

ど
う
す
る
、い
じ
め

解
消
を
目
指
し
て

菊池 巳喜男  議員
（市民クラブ）

一問一答方式

問�

　

遠
野
市
の
財
政
状
況
は

健
全
で
あ
る
と
い
え
る
か
。

答�

　

総
務
省
が
示
す
実
質
赤

字
比
率
や
実
質
公
債
費
比

率
な
ど
５
つ
の
指
標
内
容

か
ら
健
全
財
政
範
囲
内
に

あ
る
。

問�

　

最
近
は
借
入
金（
借
金
）

の
増
加
に
よ
っ
て
「
実
質

公
債
比
率
」
は
増
加
傾
向

に
あ
る
。ま
た
、今
後
は
人

口
減
少
に
よ
り
国
や
県
か

ら
の
交
付
税
・
補
助
金
の

減
少
や
、
当
市
の
貯
金
で

あ
る「
主
要
三
基
金
」残
高

の
取
り
崩
し
な
ど
財
政
の

硬
直
化
が
懸
念
さ
れ
る
が
。

答�

　

健
全
財
政
５
カ
年
計
画

に
基
づ
き
、
収
納
率
の
向

上
や
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

見
直
し
に
よ
る
増
収
な
ど

に
努
め
て
い
る
。
主
要
三

基
金
に
つ
い
て
も
、
計
画

目
標
額
を
下
回
ら
な
い
よ

う
、
健
全
財
政
の
保
持
に

努
め
て
い
る
。

問�

　

類
似
自
治
体
と
比
較

し
、
人
件
費
・
物
件
費
が

割
高
に
な
っ
て
い
る
。
事

業
運
営
内
容
は
非
効
率
的

で
生
産
性
も
低
い
と
認
識

す
る
が
。

答�
　

人
件
費
は
、
定
数
管
理

計
画
に
よ
る
職
員
数
の
削

減
に
よ
り
、
平
成
17
年
度

に
38
億
円
だ
っ
た
人
件
費

を
平
成
27
年
に
は
30
億
円

に
ま
で
削
減
し
て
い
る
。

物
件
費
は
、
東
日
本
大
震

災
に
よ
る
放
射
能
対
策
費

や
除
雪
費
な
ど
の
地
域
特

性
の
影
響
に
よ
る
こ
と
な

ど
が
要
因
で
は
あ
る
が
、

よ
り
一
層
適
正
化
に
努
め

る
。

問�

　

観
光
客
の
入
込
数
は
、

平
成
22
年
度
以
降
毎
年
大

幅
に
減
少
し
て
い
る
が
要

因
は
何
か
。

答�

　

県
内
の
観
光
客
も
減
少

傾
向
に
あ
る
。
特
に
、
昨

年
は
台
風
10
号
の
影
響
で

大
幅
に
減
少
し
て
い
る
。

問�

　

観
光
客
数
減
少
へ
の
抜

本
的
な
解
決
策
は
。

答�
　

市
民
や
観
光
協
会
、
ふ

る
さ
と
公
社
な
ど
官
民
一

体
と
な
っ
た
取
り
組
み

や
、
海
外
の
お
客
様
を
取

り
込
む
た
め
に
発
足
さ
せ

た
「
遠
野
の
も
の
・
こ
こ

ろ
海
外
交
流
推
進
委
員

会
」、W

i -Fi

（
ワ
イ
・

フ
ァ
イ
）
環
境
の
整
備
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問�

　

本
田
市
長
と
遠
野
市
の

知
名
度
の
高
さ
を
活
か
し

た
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
が
必

要
で
な
い
か
。

答�

　

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
は
、

市
長
と
し
て
の
役
目
で
あ

り
責
務
な
の
で
、
今
後
も

機
会
あ
る
ご
と
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

佐々木大三郎  議員
（市民クラブ）

財
政
状
況
と

対
応
策
は

観
光
客
減
少
の
解
決
策
は

一問一答方式

ＳＬ銀河を降り立った観光客を郷土芸能団体がお出迎え

その他の質問
◦�人口減少の中での地
域づくりについて

今
年
で
10
年
目
と
な
る
遠
野
市
助
産
院

「
ね
っ
と
・
ゆ
り
か
ご
」

市政を問う（文責本人） 市政を問う（文責本人）


